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緩和医療内科

緩和医療内科は、2013 年に開設された。
緩和ケアチーム、緩和ケア外来、緩和ケア入院の3 つを診療の柱として、苦痛を緩和し、よりよい生活を

送ることができるようお手伝いしている。
緩和ケアとは、身体や気持ちのつらさ、生活の気がかり、社会的な悩みなど、がんをはじめとする生命を

脅かす病気に伴う、さまざまな苦痛を抱えた患者さんとそのご家族を支えていく医療・ケアの取組みで
ある。

緩和ケアでは、患者さんの病気の原因やしくみよりも、その方の抱えるつらさに焦点をあてて支援を
行っている。つまり、病気の時期や状態にかかわらず、「つらさ」があれば、緩和ケアを受けることができる。

緩和ケアチームに依頼するには？
１．まずは、医師や看護師、医療ソーシャルワーカーなど身近な医療者に、そのご希望を伝える。
２．ご希望を受けて、主治医から緩和ケアチームへ依頼が届く。
３．緩和ケアチームのメンバーが診察や面談を行う。患者さんが直接の面談を希望されない場合は、

カルテ内容の確認のみで対応することもある。
４．緩和ケアチームに所属するメンバーが、からだや気持ちのつらさを和らげる方法について検討す

る。
５．主治医や看護スタッフらと緩和ケアチームが協力して、患者さんとご家族を支援する。

活動内容

緩和医療内科部長　　永山　淳

入院患者 内訳
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非ホジキンリンパ腫
急性白血病
肺の悪性腫瘍
卵巣・子宮附属器の悪性腫瘍
乳房の悪性腫瘍
結腸の悪性腫瘍
多発性骨髄腫
子宮頸・体部の悪性腫瘍
その他

2023年
疾患分類
（退院患者）

（2024 年３月在職者名）
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2021 2022 2023
入　　　院 24 21 36
延べ患者数 1,132 1,123 1,470

平均在院日数 14.7 15.6 18.3

入院患者数外来患者数
2021 2022 2023

新　　患 4 2 1
再　　来 335 274 360

計 339 276 361

疾患別入院患者 年次推移
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非ホジキンリンパ腫 子宮頸・体部

の悪性腫瘍
結腸の
悪性腫瘍

乳房の悪性腫瘍卵巣・子宮
附属器の悪性腫瘍

肺の悪性腫瘍急性白血病

2021 2022 2023

入院患者年齢構成
年齢 2021 2022 2023

10歳未満 0 0 0
10代 0 0 0
20代 0 0 0
30代 0 0 0
40代 2 3 1
50代 3 3 3
60代 8 0 5
70代 7 9 7
80代 2 4 18

90以上 2 2 2
計 24 21 36

地域別紹介患者数
地域 2021 2022 2023 平均

福岡市 城南区 0 0 13 4
西　区 1 0 1 1
早良区 1 1 1 1
中央区 23 10 1 11
博多区 0 1 1 1
東　区 2 1 0 1
南　区 0 3 0 1

福岡市計 27 16 17 20
北 九 州 市 0 0 1 0
大 牟 田 市 0 1 0 0
糟 屋 郡 1 1 0 1
春 日 市 1 0 0 0
県 外 1 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0

総合計 30 18 18 22

（緩和医療内科部長　永山　淳）

演者名 共同研究者 演題名 学会名 発表年月日 開催地

永山　淳 オンラインセミナー（OS）について語るときにわたした
ちが語ること 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 2023 06/30 兵庫県

永山　淳
わたしたちは何をしてきたのか、そしてこれから何をして
いけばよいのか：第 4 期がん対策推進基本計画を受けて緩
和ケアの未来を考える

第 28 回日本緩和医療学会学術大会 2023 07/01 兵庫県

永山　淳

野口玉枝　　丸林美代子
伊原　出　　内田夏希
西山奉之　　竹ノ畑徹
大城戸政行

緩和ケアチームを母体とした院内臨床倫理コンサルテー
ションチームのスタートアップ：緩和ケアと臨床倫理の手
法の類似性

日本臨床倫理学会第 11 回年次大会 2024 03/17 東京都

2023 年　学会発表


